太宰治の生誕の地『津軽』へ来てけへぇ！

	今年は、これだ…！！　太宰治生誕１００年記念
【ともに学びあおう、　太宰文学から学ぶ会の活動！】

みなさん、１年ぶりのご無沙汰ですね。いかがお過ごしですか。
[image: image1.wmf]昨年は、秋田県たざわこ芸術村（秋田県仙北市田沢湖）「温泉ゆぽぽ」に集い、わらび座の字幕付きミュージカル、全難聴のクイズ形式の全体会と大変盛り上がりました。いまでもあの「奥の細道」の場面場面が目に焼き付いています。
さて、今年は、青森が世界に誇る太宰治の生誕１００年を記念して、太宰文学と津軽の世界にどっぷり浸かっていただければと企画いたしました。もちろん、講演も演劇も字幕や情報保障付き、聞こえないことを忘れてたくさんご参加いただければ幸いです。観光オプションとして格安に、ヤッテマレ！と引っ張る「立佞武多」、哀愁をさそう「津軽三味線」、太宰治の「斜陽館」と盛りだくさんの観光企画をしてみました。東北随一の弱アルカリ性美容泉・源泉かけ流し、美人美肌の湯「アップルランド」でみなさんとの熱い再会と新しい出会いをお待ちしております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青難聴会長　工藤　文紀　


「平成２１年度全難聴・全要研東北ブロック大会」

　兼「第１２回青函難聴者の集い」in津軽のご案内

主 催　全難聴東北ブロック　全要研東北ブロック
主 管　青森県難聴者・中途失聴者協会　全要研東北ブロック青森県支部
協 力　青森県要約筆記者の会 
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大　会　期　日　　平成２１年９月１９日（土）～２０日（日）

会　場・宿泊地　　南田温泉ホテルアップルランド　


　〒036-0114　青森県平川市町居南田166-3
　TEL (0172)44-3711　FAX (0172)44-3711
　　http://www.apple-land.co.jp/
参加申込締切　　平成２１年８月２３日（日）
津軽平野と温泉、太宰文学と触れ合う目白押し大企画！

	【１日目】
１４：００～１５：４０
スペシャルトークショー

「太宰治生誕１００年をむかえて」
　～時代を越える太宰の人気の秘密とは…！～
弘前ペンクラブ会長　齋藤　三千政　氏
	【２日目】
９：００～１１：３０
　全体会
○太宰治クイズ難問・珍問！？（景品有り）
○秋田こまちに続け！「翔け！全難聴第２弾！」
　　　～全難聴・全要研の未来を考える～

	【１日目】
１５：５０～１７：００
「太宰文学を字幕付き演劇で楽しもう！！」

字幕付き演劇　～カチカチ山～

太宰治作「御伽草子　カチカチ山」より

　  脚色　森田　誠　

劇団　BLUES BLUE BROTHERS
	【２日目】※オプションツアー　先客５０名まで
12:30　出発　（昼食弁当付き）
津軽三味線会館
　　　　　　 展示・津軽三味線生演奏鑑賞
太宰治記念館「斜陽館」
　　　　　　 太宰治の生家と展示等　見学
立佞武多(たちねぷた)の館


へば、なも、おめも、おめだちも！！　みなで津軽さ　来てけへぇ！！
【　案　内　資　料　】
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太宰治記念館「斜陽館」　太宰治は、明治42年６月19日、津軽地方きっての大地主・津島家の第10子６男として産声をあげ、名を修治と命名されました。父は青森県内でも有力な県議会議員（後に衆議院議員、貴族院多額納税議員）であり、太宰が生まれる２年前に家屋を新築（現 斜陽館）、ここで生まれた最初の子供が太宰治でした。たぐいまれな才気にあふれ、「走れメロス」「津軽」「人間失格」をはじめ数々の名作を残し、昭和23年６月に39歳でこの世を去りました。
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　　　　　津軽三味線会館　
　津軽三味線の歴史、民謡、郷土芸能等を紹介する展示室をはじめ、舞台演奏ができる多目的ホール、野外ステージがある施設です。
多目的ホールでは毎日、津軽三味線のライブステージと津軽三味線物語、観光ビデオシアターが上映されています。
立佞武多(たちねぷた)の館
　いまや全国的にもその名を轟かす五所川原「立佞武多」。1台の規模は、7階建のビルに相当する高さ約22メートル、幅6メートル、重さ約17トンにも及びます。その威容を望むことができるのは、毎年8月4日より8日までの祭り期間のみでしたが、「立佞武多の館」では、この大型立佞武多3台を常時、観覧できる他、併設の製作所ではこれらの巨大ネプタの製作現場も見学できます。
南田温泉アップルランド
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東北随一の弱アルカリ性美容泉・源泉かけ流し、美人美肌の湯へどうぞ。お部屋の窓の外には四季折々の風景、津軽平野、白神の山々、八甲田連峰が望めます。お料理も四季の旬をご用意いたしております。肌にやさしく爽やかな泉質で、女性に好評の弱アルカリ美容温泉です。大浴場、露天風呂、檜風呂と様々な浴場がございます。竹炭の湯「満天の風呂」はホタルのやわらかな明かりが心地良く、竹炭より放出されるマイナスイオンで、心身共に癒されます。遠赤外線効果で、肩凝り、神経痛、腰痛、疲労回復に効果がございます。ごゆっくりと湯めぐりをお楽しみください。

太宰　治
明治４２年６月１９日、津軽地方きっての大地主・津島家の第１０子６男として産声をあげ、名を修治と命名されました。父は青森県内でも有力な県議会議員（後に衆議院議員、貴族院多額納税議員）であり、太宰が生まれる２年前に家屋を新築（現 金木町太宰治記念館「斜陽館」）、ここで生まれた最初の子供が太宰治でした。　たぐいまれな才気にあふれ、「走れメロス」「津軽」「人間失格」をはじめ数々の名作を残し、昭和２３年６月に３９歳でこの世を去りました。
　太宰文学は没後６０年を経た今でも、新たな読者を獲得し続け、「生誕祭」には、全国から多くの太宰ファンが金木町に訪れます。





















